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325 防 鏘 鋼 板 を 使 用 し た 導 電 型 制 振 鋼 板 の 溶 接 性

　　 （導 電 型 制 振 鋼 板 の 開 発 　第 2 報 ）

　　　日 本 鋼 管 （株 ） 鉄 鋼 研 究 所 　樺 沢 真 事 、○ 松 田 恭 典 、
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l ． 目 的

分 流 ［聯 を 使 用 せ ず 1・ ス ポ ． ト 溶 接 を ・瓏 に す る 導 電 型 制 欄 板 に 関 し ・棚 旨 の

導 電 化 の た め に 添 加 す る 金 属 粉 の 鞭 、添 加 量 お よ び 樹 脂 厚 が 表 皮 雛 間 抵 抗 お よ

び ピ ン ホ ー ル 状 欠 陥 に お よ ぼ す 影 響 を 前 報 で 報 告 し た
1 ）

。 制 振 鋼 板 の 耐 食 性 を 高 あ

る た め に 表 皮 鋼 板 に Zn −Fe 合 金 め っ き 鋼 板 を 使 用 し た と こ ろ 、 前 報 で の 裸 鋼 板 を 使

用 し た 場 合 1・ 比 べ ピ ・ ホ
ー ル 状 欠 陥 の 発 生 頻 度 が 著 し く 高 ま ・ た ・ そ こ で ・ 欠 陥 の

防 11、 を 目 的 と し て 添 加 金 属 粉 の 量 と 粒 径 の 適 正 化 を 図 る と と も に ・欠 階 こ 対 す る

め っ き 層 の 影 響 を 検 討 し た 。

2 ．実 験 方 法

　供 試 材 に は Table 　 i に 示 す 制 振 鋼 板 を 使

用 し た 。め っ き 厚 の 影 響 を 調 べ る 場 合 、表

皮 鋼 板 は 電 気 亜 鉛 め っ き 鋼 板 を 箱 型 焼 鈍 に

よ っ て め っ き 金 属 を ZnFe 合 金 と し た 材 料

で あ る 。 溶 接 は Table 　 2 の 条 件 を 用 い i 条

件 水 準 当 た り 約 200 本 の 溶 接 を 行 い 、欠

陥 を 目視 に よ り 評 価 し た 。 ま た 、表 皮 鋼 板

問抵 抗 （以 下 、抵 抗 と 呼 ぶ ） は 前 報 と 同 様

の 方 法 で 電 極 間 抵 抗 と し て 測 定 し た 。

TabIe　1　　下est 　Mater ｝als

Sk ｝n　 Steels Zn−Fe　 CoatBd 　 Steel
O．4mmt　 x2

Coating 　 Weight 0／0 ・　 45／459 ／m2

Po欝der 醗aterialS Ni
Diameter　 of　 Po 鄂ders 〈 74 匹 ，44 ・74 μ

Powder　Content　｝n　Res｝n0 ，9 匍3，2vo隅

Thlckness　 of　 Resm 48 匹

Table　2　　Welding　Condit 塵on

EIectrode D−typ 巳，　Face　Dla．　5　mm

Electrode　 Force200kgf

尉eld 　 Time 10〜 ／50Hz
田eId ｝ng 　 Current12kA
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　Fig ． 1に め っ き 厚 と 欠 陥 発 生 率 お よ び 抵 抗 と の 関 慧　　
・

係 を 示 す ．
め 。 き が 厚 く な る と 、欠 陥 が 生 じ易 く な 霍・・
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定 で あ る 。

Fi ，． ，に 金 属 粉 添 加 量 と 欠 陥 発 材 ・お よ び 抵 抗 と
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の 関 係 を 示 す 。 添 加 量 の 増 加 に よ り 欠 陥 発 生 率 は 低
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下 し て い る 。 ま た 、 粒 径 分 布 が 狭 い 方 が 欠 陥 発 生 率 は 低 い 。 こ れ ら の 点 か ら 、表 皮

鋼 板 に 接 す る 金 属 粉 の 数 が 多 い と 欠 陥 が 生 じ に く く な る こ と が 明 ら か で あ る 。
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は め っき 層
「
に よ り 金 属 粉 と表 皮 鋼 板 間 の 抵 抗 が 低 下

す る た め 、電 極 ・板 間 抵 抗 が 無 視 で き な く な っ た た

め と 考 え ら れ る 。

3 ． 2 　 欠 陥 の 形 態

　欠 陥 部 の 表 皮 鋼 板 を 強 制 は く離 し た 後 の 内 面 外 観 　E

を Fig ． 3に 示 す 。外 面 側 で は 裸 鋼 板 に 生 じ る 欠 陥 に
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類 似 し て い た が ・ 内 面 側 は 大 き く異 な る ・ 内 面 側 で 　 。 　 　 　 　 。

は 欠 陥 の 周 囲 に 黒 色 の 大 き な 汚 れ が 見 ら れ 、 ま た 穴 　
゜

P．。、el，
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の 周 囲 1こ は 鋤 彑 の ク ・ 一
タ

ー
状 部 分 力・ 見 ら れ る ． 　 Fi 、．2E ” ec ，， 。f　 Ni　p。．d， r

Fig ． 4に 欠 陥 部 の 横 断 面 写 真 を 示 す 。 穴 の 周 囲 が 広 　　　　 Addition　on 　Resistance

範 囲 に へ こ ん で お り 、 裸 鋼 板 で の 欠 陥 形 態
2 ）

と 大 き　　　　
and

　Weld　Defects

く異 な る 。

　 Fig ． 5 に は 欠 陥 発 生 有 無 に 対 応 す る 電 流 電 圧 波 形
を 示 す 。 欠 陥 発 生 時 に は 高 電 圧 、低 電 流 の 期 間 が 見
ら れ る 。

　 以 一L の 各 現 象 を 総 合 す る と 欠 陥 は 樹 脂 部 に お い て

ア
ー

ク 放 電 が 生 じ 、 そ の 結 果 ク レ ー タ ー が 生 じ 、場 　Fig ．3ApPearance 　ef 　 lnsi〔ie
合 1・ よ ・ て は 穴 あ き ‘・ 至 ・ た t、 の と 考 え ら れ る
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式 的 に 示 す 。通 電 初 期 に 電 流 は 金 属 粉 と め っ き 層
の 接 触 部 に 集 中 し、 そ こ を 加 熱 す る 。 Zn は 低 沸

点 （・ ．・．・9・6℃） で あ る の で 、 童谿 螂 の め 。 き 層
ε

が 気 化 消 失 し て 攤 虫部 が 遮 断 さ れ 、 そ の 時 点 で 回 塁
路 蓄 積 エ ネ ル ギ ー に よ り 放 電 が 生 じ る も の と 考 え

9

ら れ る 。

　 こ の よ う な 機 構 は 金 属 粉 が め っ き 層 を 貫 通 し 、
鋼 板 と 直 接 接 触 し て い る な ら 生 じ に く く な る は ず
で あ り 、 こ の た め Fig ． 1， 2 に 示 す よ う な め っ き

厚 お よ び 金 属 粉 添 加 量 の 影 響 が 生 じ た も の と 考 え

ら れ る 。
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Fig．　5　Wave　Forms　of 　田elding
　 　 　 Current 　 and 　Voltage　 ror
　 　 　 lnitial 　Stage 　of 　Weld
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参 考 文 献 　 　 　 一 一 驫 一

樺 沢 ほ か 、溶 攤 会 雑 大 蟠 黼 要 集 　
S‘eel

　
sheeV

・ ・2集 ・（198 ・・ 　 　 　 舗 鞠 1＿ 鯊
小 西 肋 ；同 1： 第 39集 ・（1986 ）［64 ・　 　 V FIg ・6

，lllel。？1， t

　　　　　　　　　　　　　　　　　
・ FC

　：：：蹴 龜 　
・… ・…

215

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


